
4．ヨーロッパのスポーツ政策と組織

内海和雄

　秋の研究合宿でのレポートは拙稿「イギリスス

ポーツ政策研究（2）」　（r人文科学研究』34，

一橋大学研究年報、1997年3月）のr第十章

　ヨーロヅパのスポーツ政策と組織」の抜き刷り

をレジュメ代わりとした。

　これまで余り情報が無かった領域でもあり、学

習的な側面が強かった。したがって、特に欧州審

議会（CE：The　CouncH　of　Eufope）と欧州共同体

（EC：The　European　Community、欧州連合EU：The

Europea　Unio皿の一機構）の識別が中心となった。

　前者は1948年に設立され、95年現在では

33力国が加盟している。主にヨーロッパの人権

擁護や文化交流を目指してきた。スポーツに関し

ては「スポーツ推進常設委員会（CDDS：St㏄亘ng

α》mmiUee　for　the　Development　of　Spo虞）」が担っ

ている。1976年のrヨーロヅパスポーツ・フ

ォー・オール憲章」を採択し、また現在では反ド

ーピングキャンペーンで世界をリードしている。

　後者は1957年のE　C条約により欧州共同体

（E　C）を目指す主に西ヨーロッパ諸国の連合体

であり、1995年現在で15の加盟国である・

1993年からは加盟国内の「人、商品、資本、

サービス」の交流が自由化され、また92年に承

認されたマーストリヒト条約（欧州連合に関する

条約）により、2000年までに通貨（Ecuから

恥roに変更された）や政治統合も目途されてい

る。E　Uでのスポーツ政策は欧州委員会の24部

（Diredora吐e　Generals）のうちの第10部会r視聴

覚、情報、交流、文化」部（いわゆる
DG－X：Di－edora電e　Ge皿elal－X）が「スポーツ班（Unit

Spo風s）」を設けて担当している。

　E　Uのスポーツ政策は主に、1985年のr人

民のヨーロッパ」　（アドニノ・レポート）以降で

ある。豊富な資金を基盤に、ヨーロッパの経済均

衡化と関わって多くの補助金が配分されている。

　「スポーツ班」の主な活動領域は次の5点に絞

られる。

　1．「事業グループ問サービス（スポーツ担

当）」の定例会議を通してスポーッ問題に関する

組織間協力や委員間協力。

　2．「ユーラスロン（EuratMon）」や「障害者ス

ポーツ」等のE　Uスポーツ基金計画の管理運営。

　3．毎年の「ヨーロッパスポーッフォーラム」

や関連する日常的な諸委員会を通して、国内、国

際スポーツ研究機関、組織、連盟等との協力。

　4．スポーツ研究機関、組織、国際スポーツ連

盟等との双務的会合。

　5．ヨーロッパ市民にスポーツ関連の適切な情

報を提供する「スポーツインフオヨーロッパ

（Spo“info　Europe）」の運営と、「スポーツニュ

ーズレター」の発行。

　以上の活動領域であるが、それぞれが活発化し

ており、最近では欧州審議会のC　D　D　Sとの活動

の重複化、競合化も問題化してきている。

　先の研究合宿では概ね以上のような報告をした。

討論の中で、特に欧州共同体（EC）ないし欧州連

合（EU）のスポーツ政策の上で画期となった次の

3つの資料自体の紹介が欲しいとの要望があった。

　・『人民のヨーロッパ』Commission　of　the

European　Commu1面es【Adomino　Report］（1985）ノ1

P8ρμ8F5　E翼7ρρ¢，R召po7∫戸’oηπhεα‘f　ho‘Co加加πεε，

（Bulle吐in　of　the　European　Communities：Supplement

7／85），Brussels．

　・『欧州共同体とスポーツ』Commission　of　the

European㏄㎜unilies，European　File：肪εE卿8απ

　Co㎜朋’り74π4助o拡Febτuary1992，Brussels，この

European　Fileは委員会から1979年以来月刊で発

行されているがスポーツ関連の内容は本資料が初

めてである。
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　・『欧州共同体のスポーツヘのインパクト』

Coopers　＆　　Lybran〔i，7み8　f〃ψ4cf　9プ　Eμ79Pεα”

Co㎜麗π爽ソαごル’∫’850π司ワoπ，　Prepared　by　Cbope旙

＆　Lybra皿d　fo－DG－X　of　Uhe　Commission　of　lhe

EuropeanCo㎜uni吐ies，Finalrepor1，July1993，

　本稿ではそのうち、前2者の訳を行う。後者は

重要なものであるが、大部なためにここでの全訳

はできない。概略の紹介とする。

1．『人民のヨーロヅパ』　（アドニノ・レポー

　ト、1985、部分訳）

　このレポートはヨーロヅパ統合を目指し、その

上で持ち上がるであろう諸問題全体を概観し、そ

れらを克服する事を趣旨とするものである。提案

の概要は以下のような8項目からなっている。ス

ポーツは第4項目に含まれている。ここではこの

スポーツ部分を全訳する。

　（1）特別の市民権

　（2）文化とコミュニケーション

　（3）情報

　（4）青少年、教育、交流そしてスポーツ

　（5）第三世界の発展におけるボランティアワー

　　ク

　（6）健康、社会保障、薬物

　（7）都市の姉妹提携（吐wiming）

　（8）共同体のイメージとアイデンティティの強

　　化
［スポーツ］

　古代社会以来、スポーッは人々の問でのコミュ

ニケーションの重要なフォーラムとなってきた。

それは共同体内の多くの人々の生活の重要な部分

である。それ故に、最近国際競技がフーリガニズ

ムによって彩しく危害を受けているのは残念であ

る。したがって（アドニノ）委員会は次の2点の

重要な問題を考察した。

　1．スポーツの管理運営は主に政府からは独立

したスポーツ団体の責任であり、次のような事項

での責任を遂行するように委員会も提案した。

　①ヨーロッパ諸国を通して行われる自転車やラ

　ンニング大会のような欧州共同体のイベントの

　組織化：

②共同体が特別な連携を有する地理的グループ

　分けからの合同チームに対抗する共同体の合同

　チームの編成：

③地方や世界レペルでの大競技会でナショナル

　カラーに加えて欧州共同体の紋章を付けるスポ

　ーッチームを招致すること：

④欧州共同体内の国々でのスポーツマン、競技

　者、トレイナーなどの交流の積極化：

　⑤障害者のような特別なカテゴリーのスポーツ

　ヘの支援。生徒たちのスポーツは学校問や自治

　体の姉妹提携を伴って行われるべきである。

　2．スタジアム内外での暴力対策

　最近の悲劇は、政府機関とスポーツ組織との緊

密な協力がフーリガニズムを防止し、排除し、許

容できる条件下で競技を行えるようにするために

は不可欠であることを示している。

　欧州審議会（CE）の枠組みで、欧州共同体内諸

国のいくつかのスポーツ大臣による最近のリーダ

ーシヅプは価値有る活動である。そのように強化

され、協定された行動が予防政策や効果的なコン

トロールや攻撃者の厳密な制裁にも適用されるぺ

きである。クラブや連盟の客観的な責任がしっか

りと適用されるぺきである。

　この目的のために緊急事項として、各国の該当

する大臣が集まり、協定された行動をとるように、

閣僚評議会が召集されている。

II．『欧州共同体とスポーツ』　（1992、全

　訳）

　スポーツと欧州共同体との関係は何か、と貴方

は問うかもしれない。しかし、農業や市場競争に

ついて同じ質問をするのは馬鹿げている。という

のもこの30年間、これらやその他の多くの領域

で欧州共同体の介在の試みを我々は受け入れてき

たからである。しかも奇妙なことに、欧州共同体

はヨットやボート航海、槍投げそしてバレーボー
　　　　　　　　　　　　　てリ
ルにも本当に関心を持っている。

　この関心は意外かもしれないし、恐怖を起こさ

せるかもしれない。近い将来バスケヅトボールコ
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一トのサイズについて、あるいはテニスボールの

重さにっいて、スポーツ連盟の自立性は欧州共同

体によって堀り崩されるのではないかと。

　しかし欧州共同体の活動は独断的なものでもな

く、また命令によるものでもない。事実は、スポ

ーツは単なるレジャー活動ではなく、それは産業

としても重要であるということである。例えば、

サッカークラブの予算、フォーミュラー・ワンの

経費、サッカーくじの当選の運、オリンピックや

ツール・ド・フランス、あるいはウインブルドン

の様なビッグイペントがテレピ放映される時の宣

伝費等を考えてみよう。

　統一市場の出現（1993年1月1日：内海）

とともに、スポーツは最早例外であることはでき

ない。今からスポーツもまた、人の自由移動や諸

資格の相互の承認やテレビ放映へのヨーロッパの

競争規制の適用等の、根元的な刷新に対応しなけ

ればならない。

　欧州共同体にとっても課題が存在する。199

3年には、人、商品、サービスそして資本の自由

移動は最早スタジアムの入場門外で止まることは

無い。だが、通信や保険産業に適合した規制をス

ポーツ部門にそのまま適用することは、後者の特

殊な性格故に、不可能である。したがって規制や

法規を越えて、欧州共同体はスポーツが欧州統合

の目的や達成を宣伝する優れた手段であると考え

ている。

　「欧州共同体とスポーツ」と題する資料の中で、

欧州委員会はスポーツの世界との関係へのすべて
　　　　　　　　　て　ン
の関わりを明確にした。諸スポーツ連盟にとって、

この資料は欧州共同体の活動の枠組みを示す最初

のものである。それはスポーツの特殊性に鑑み、

新しいヨーロッパ市民の概念の中でその適切な位

置を見いだすための建設的な対話の、終着点でな

く、まさに出発点を示したものである・

　（1）この草案は1992年2月に完成した。

　（2）Commission　Communication　to　the　Council　and

　　ParliamenI，SEC（91）14380f31July1991．

スポrヅφ経済的か、づ社会1的重要性

　ポール・ガスコーネ、ボリス・ベッカー、アラ

ン・プロスト、セペリアーノ・バレテロス…

いずれも聞き慣れた名前である。毎日の生活の中

でのスポーツの重要性は明白だ。スポーツは、教

育、新聞、視聴覚産業、ギャンブル、基本的施設

等の多様な部門への影響をもたらしており、その

普及と影響の度合いを評価することは困難である。

スポーツは世界貿易の2．5％、欧州共同体のG

NPの1％を占めると、マクロ経済学は指摘して

いる。これらは確かに当たっているが、日々の生

活におけるスポーツの重要さを示すものではなく、

スポーツのもたらす感情を何ら示してはいない・

だが、次のようないくつかの指標が欧州共同体の

それぞれの国々における相対的な重要性を示して

いる。

・デンマークでは185万人（全人口の36％）

　が1万のスポーツクラブに所属している。

・オランダでは400万人がスポーツクラブに所

　属し、他に300万人がクラブには所属しない

　でスポーツを楽しんでいる。これは人口の約半

　数が何らかの形でスポーツに参加していること

　を意味している。

・ルクセンブルグでは1100のスポーツクラブ

　に12万人が加入している。これは人口の30

　％以上である。

・ペルギーでは1万7千以上のクラブに140万

　人が参加している。

・スペインでは、バルセロナオリンピックや関連

　する都市開発（スポーツ施設、交通などの基本

　施設、通信関係他）への、公私の投資額はおよ

　そ7700億ペセタ（PTA、約60億E　C
く　ユ　レ

　U）である。

・ギリシャではプロポとして知られたサッカーく

　じが毎年平均200億ドラクマ（8500万E

　CU以上）の利潤を挙げている。

・イギリスでは、スポーツヘの直接的かつ間接的

　支出が家計の中で6番目である。

・ドイツでは、労働人口の2％が直接、間接にス

　ポーッに関わっている。

・フランスではアルペールビル冬季オリンピック

　の開会式を人口の8割がテレビで見た。
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・イタリーでは、サッカーの一部リーグの年問の

観客動員がおよそ1千万人である。これはペル

　ギーの人口を越えている。

・アイルランドでは、ゲーリックフットボールと

　ハーリング（伝統的だが人気の大会ゲーム）が、

　毎週人口のおよそ半分を引きつけている。

・ポルトガルではスポーツ新聞「ア・ボーラ」が

　17万部であり、国内最大の発行である。

　これらの事例はスポーッがすべての国々、すべ

ての年齢グループ、そしてすべての社会の分野へ

影響を与えている証拠である。我々のレジャー時

問が拡大するに伴って、我々のスポーツヘの投資

は、それがプレイヤーであろうと観覧者であろう

と、いっそうの増加をするであろう。

　（1）E　CU＝約、0．71英国£、0．77ア

　イルランド£、1．24米国＄。1992年4

　月30日為替レイト。

1985『：出売点

　スポーツと欧州共同体は相対的にはつい最近合

流した。E　C条約が1957年に締結されたとき、

当時の創設者たちはそこにスポーツのことは何ら

明記しなかった。当初の6力国（ペルギー、西ド

イツ、フランス、イタリー、ルクセンブルグ、オ

ランダ）も、その出発点ですべての視点を網羅す

ることを求められなかった。「環境問題」の視点

さえそこには無かった。しかし今日、環境問題へ

の欧州共同体の介在に疑問を挟む者はいない。一

度受け入れられるや、欧州共同体は着実に進めて

きた。r人民のヨーロッパ」とrヨーロヅパ市

民」は共同体によって進められてきた新たな方向

の2側面である。

　1984年6月に、フォンテンブロー
Fontainebleauでの閣僚評議会は、ヨーロッパ統合

へ向けて個人や人類の視点を充実するために、欧

州共同体の研究機関の大志に期待しながらr人民

のヨーロッパ」に関する特別委員会の設立を決定

した。国や政府の責任者たちは、もしも欧州共同

体が発展しようとするならばそれは経済問題ばか

りに限定されてはならない、ということを認識し

ていた。「精神」も必要であった。1985年の

ミラノでの閣僚評議会は「アドニノ・レポート」

（r人民のヨーロッパ）』を満場一致で採択した。

それによれば、スポーツは単一の欧州共同体への

帰属意識を促進するユニークな機会を提供する、

と明記された。それ以来、欧州委員会はメディア

としてスポーツを活用する大規模なコミュニケー

ションプログラムを推進してきた。また、多くの

スポーツイペントを援助してきた。

　より最近の欧州共同体の活動のもう一つの視点

は統一市場と1993年に結びついている。これ

はヨーロッパのスポーツに重大な結果をもたらす

であろう。というのも、スポーヅがこれまで同様

産業化し、スポーツ活動の多くが欧州共同体法に

関わり、欧州共同体の法的、制度的な義務の対象

となっているからである。

　欧州共同体のスポーツに関する活動は過去30

年間以上、多くの形態をとってきた・

　欧州裁判所の多くの判決はスポーツと欧州共同

体との関係を長い間記してきた。例えば、ヨーロ

ヅパ判事はナショナルチームの特別な性格を承認

してきた。欧州議会も、スポーツがヨーロッパ市

民の形成で果たす役割に関心を持ってきた。ヨー

ロッパ統合の文脈の中でスポーツによって提起さ

れた問題を検討するために2つの非公式なスポー

ツ大臣会議が開催された。欧州委員会もついに欧

州共同体の活動にとって決定的な課題に対応する

ために特別班を設けた。

エgゆ3、三統チ市場の挑戦

　スポーツは欧州共同体内で多様な方法で組織化

され、構造化されている。しかし、いくつかの共

通点もある・すべての構成国で、いろいろなスポ

ーッ連盟が政治機関からの独立や自治を求めて大

変な苦労をしている。スポーツの世界は、それ独

自の法規や組織によって、これまで欧州統合から

は一定の距離を保ってきた。緩和の点でも、スポ

ーツは共同体にとって優先事項ではないと、長い

間言われてきた。しかし、1993年1月1日以

降は統一市場一3億4500万人の人口を抱える
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大規模な国境のない地域一の導入によって事情は

一変する。

　統一市場を支える4つの自由の導入一人、商品、

資本、サービスの自由移動一はヨーロヅパ社会の

すべての社会階層に影響をもたらす挑戦である。

構成12力国間ですべての保護的障害を除去せん

とする統一市場は、まさに現実化しようとしてい

る。スポーツの世界も、以下の事例が示すように、

こうした流れを最早無視できない。

・プロスポーツマンは「労働者」と考えられ、構

　成国内のいかなる場で働こうとも自由である。

　現在ヨーロッパの多くのスポーツ連盟が「共同

　体国民（Community　nationals）」を含みながら、

　外国人プレイヤーの数を制限している。マンチ

　ェスターユナイテッド（イギリス）やアジヤヅ

　クス（アムステルダム）等のクラブがすぺてド

　イツ人、スペイン人、ギリシャ人等で占められ

　る事を想像することは不可能である。だが、国

　家ないし地域の感情を考慮しながらも、スポー

　ツの世界での自由移動を和解する何らかの対策

　が間われている。スポーツは又、諸資格の相互

　の承認によっても影響を受ける。というのはコ

　ーチやマネージャーが欧州共同体のどこでも働

　くことを可能とさせるからである。

・テレビ放映の権利はスポーツ部門の財政的な健

　全さにとって最も必須な事である。スポーツ番

　組は殆どのヨーロッパテレビチャンネルの多く

　を占めている。費用に糸目を付けずに主要なス

　ポーツイペントの排他的な独占放映権の獲得は、

　チヤンネル間の激しい高騰競争をもたらす。こ

　れは、「ヨーロッパ視聴領域」を創出するため

　の欧州競争規則と欧州共同体の決定とは両立し

　ない。

・競争問題は、多くの構成国でスポーツ援助金と

　して重要な資源であるサッカーくじに関しても

　起きている。例えば、イタリーではトトカルチ

　ョの売上高は年3兆リラ（およそ200億EC

　U）である。いくつかの構成国では賭を自由化

　してきたが、それは公共部門だけである。欧州

　委員会は諸スポーッ団体や構成国と、統一市場

　における賭、くじの未来について話し合ってき

　た。

　これらの事例が示すように、認識不足では対応

できない。1991年12月のマーストリヒトで

の閣僚評議会で、各国の代表はrヨーロッパ市

民」の創造を決定した。これによる一つの影響は、

近い将来、　「共同体国民」が登録され、現在彼ら

が居住している地域での地方選挙に投票できるよ

うになるであろう。あるペルギー人がフランス人

やイタリー人を市長に選ぷことができるのに、地

域の高齢者のテニス大会からは閉め出されるとい

うことは考えられるだろうか。欧州共同体とスポ

ーツの関係は労働の範疇を越えて、レジャー活動

や欧州共同体の毎日の生活における市民参加にも

関わり始めている。

欧席胴捧φ活動φ範薗

　欧州共同体は、スポーツのすぺての領域にわた

って詳細な規制を設けようとは考えていない。補

助者の原理（Phnciple　of　subsidi飢ity）はここでも適

応される。欧州共同体レベルでの活動が国レペル

での活動よりいっそう効果的であると認められる

とき、上記の原理が適用される。

　この方法は締まりのない放縦さの言い訳ではな

い・スポーツも又一般原則から例外ではあり得な

い。欧州委員会の役割は欧州共同体の規則が適用

されることを保障することにある。もしも委員会

が責任回避をするならば、個人にせよ集団にせよ

被害を被った場合には、その裁判提訴を制止する

事はできない。明確な規則が無いままでは、裁判

所が栄え、スポーツそれ自体も最後には敗訴する

事になるであろう。

　スポーツに関する欧州共同体の活動は情報とコ

ミュニケーションの分野に集中している。

・欧州共同体とスポーツ連盟との友好な共同関係

　はよりよい情報に規定される。スポーツ部門は

　特別な特性と複雑な構造を有している。したが

　って、欧州委員会が国毎に異なるそれぞれの構

　造ばかりでなく、是認されない干渉を振り払お

　うとするならばスポーツ部門の特別の問題にも、
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　熟知する必要がある。一方、スポーツ側も欧州

　共同体の現実をいっそう知って、いかにそれが

　機能しているか、そして欧州共同体の法令の影

　響を評価するべきである。

・欧州共同体は次のような次元でのスポーツイペ

　ントに集中してコミュニケーションキャンペー

　ンを推進してきた。ヨーロッパヨヅトレース、

　フィラデルフィァーニューポート間憲法レース

　（E　C条約30周年記念と米国憲法200周年

　記念）、ヨーロッパユースオリンピック、ある

　いはヨーロッパ共同体水泳選手権等である。

　1987年以来欧州委員会は、「国境を越えた

共同体、世界に開け（A　frontier－f女ee　Communhy，

open　tothe　world）」というスローガンの下に、障

害者スポーツやスポーッ・フォー・オールを含め

て幅広いスポーヅイペントに関わってきた。19

92年に欧州共同体は、バルセロナオリンピック

に「千の顔、一つのカ」のメッセージと共に参加

し、ツール・ド・フランス（それは今年は構成7

ケ国と欧州共同体の3っの中心地一ブリュヅセル、

ルクセンブルグ、ストラスブルグーと連携する）

と第一回のヨーロッパ学校対抗スポーツ大会

（Caenで開催）にも参加する。これらの活動の

目的は欧州共同体の目的や達成が我々の毎日の生

活にいかに影響を与えているかを示して人々の関

心を高めることにある。

　スポーツも又、欧州共同体の政策についての情

報のために極めて有用なチャンネルとなっている。

例えば、多くの調査によれば、貧困な生活にいる

若者たちは、彼らを援助する欧州共同体のプログ

ラムの情報さえ得ていない。スポーツはこれらの

人々に情報を伝える上で、移民の統合を促進する

上で、あるいは健康に関する欧州共同体の行動の

上でも、とてもよい媒体である。

新たな対話

　スポーツの世界における権力中枢の多様性が長

い間欧州委員会に対しての気後れを生じさせてき

た。逆にスポーッヘの態度の多様性によって、ス

ポーツの諸責任機関は欧州共同体の迷宮を通して

彼らの行く先を見いだす事に困難さを経験してき

た。

　1990年12月のローマにおける非公式なス

ポーッ大臣会議において、構成12力国は、共同

体、スポーツ連盟、そして構成国が共通問題を検

討する諮問機関を創設することに合意した。rヨ

ーロヅパスポーツフォーラム」が誕生し、199

1年12月にブリュッセルで初会議を持った。ヨ

ーロッパスポーツフォーラムは欧州委員会とスポ

ーツ諸機関との間の意識高揚や対話の簡単な枠組

みを提供している・それは何も決定しない一それ

らは条約によって創造された機関の事項である。

したがってフォーラムの目標は以下の事である。

・スポーツに影響のある欧州共同体の規則をスポ

　ーッ諸機関に知らせること。

・スポーツの世界が直面している諸問題を欧州共

　同体に知らせること。

・欧州共同体の活動が地域のスポーツの関心に奉

　仕することができるように、委員会にアドバイ

　スすること。

　したがってフォーラムは、欧州共同体とスポー

ッの世界との新たな対話を推進することを認める

であろう・スポーツが1993年の統一市場の中

で正当な位置を占めることができるかどうかは、

フォーラムを構成する諸団体によって決定される

であろう。

塞来

　国境のないヨーロッパは丁度曲がり角に来てい

る。しかしヨーロヅパの冒険はそこで終わらない。

もしも統一され、結束力のあるヨーロッパという

究極の目標が達成されるなら、ヨーロッパのアイ

デンティティも徐々に作り上げられなければなら

ないだろう。ヨーロッパの文化や態度の多様性を

創造し、すべての人の富の資源を知らしめる事に

我々のそれぞれが貢献しなければならない。

　我々の遺産の一つとして、スポーツは言語の違

いやナショナルな考え方を超越して、いつも人々

を一堂に介してきた。変化するヨーロッパにあっ

て、スポーツは諸障害を除去する能力を有しなが
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ら、統合の主要な要素となっている。それだけの

理由だけからも、スポーツは新ヨーロッパでの位

置を獲得しつつある。

lII。『欧州共同体の活動のスポーツヘの影響』

（1993）一目次のみ紹介

第1部　スポーツに影響するE　C法規と政策

1．人とサービスの自由移動

2．健康と安全

3．商品の自由移動

4．競争政策

5．スポーツにおける動物

6．E　Cスポーツ補助金

7．環境政策

8．課税

9．ヨーロッパ通貨とスポーッ

第II部　スポーツ団体の位置と他の関連団体

10．人とサービスの自由移動

11．健康と安全

12．商品の自由移動

13．競争政策

14．スポーツにおける動物

15．E　Cの補助金の資源

16．環境政策

17．E　C　U（欧州通貨）の活用

第m部　結論と勧告一前進

18．結論と勧告

19．前進

備考

A．諸スポーツ組織の背景情報

B．貢献した人々への感謝

C．E　C構成国におけるスポーツのための法律と

　制度的輪組

D．E　F　TA諸国のスポーツ法規と組織。

有る程度予想されるであろう。大きくは次の3点

である。　「欧州共同体におけるスポーツ政策や法

令の影響を総合的に把握する」　「委員会との関わ

りで関連するスポーツ団体の位置、現状、役割を

把握する」そして「欧州共同体の今後のスポーツ

発展の方途を探求する』である。分析された視点

は、　r外国人選手の制限」　rコーチの資格基準の

調整」　rフーリガン対策」　rスポーツ関連保険」

「広告とスポンサー間題」「ドーピング対策」

「スポーツ施設の移送」「スポーヅ商品生産の標

準化」「オリンピックシンボルマーク使用につい

て」「放送権を中心とする競争政策」「チケット

販売について」　「スポーツに関する動物移送」

「E　Cからの補助金」　「環境政策」「課税」「ヨ

ーロヅパ通貨」等多岐にわたり、今後それぞれの

視点での調整が問われることになる。

　E　U，DG－Xの最近の資料は以下のインターネ

ットホームページで見ることができる。

http：／／europa．eu．int

　又、1987年以降に出版された2600以上
のタイトルの検索が可能。

http：／／www．psi－japan．cpm）
h　t　t　p：／／www．p　s　i－j　a　p　a　n．c　o．j　p

　　　　　　　　　　（1998年6月4日）

　市場統合の影響は広範な範囲へ浸透している。

統合後のスポーツ政策立案の基盤としてこの資料

は作成された。その目的と内容構成は目次からも
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